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04

05
06

07
ト
ヨ
タ
財
団
で
は
、「
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ほ
か
に
「
研
究

助
成
」「
ア
ジ
ア
隣
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
公
募
の
助
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
究
助
成

――
く
ら
し
と
い
の
ち
の
豊
か
さ
を
も
と
め
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
の
地
域
の
活
性
化
」
に
焦
点
を
当
て
、

領
域
横
断
的
か
つ
課
題
解
決
志
向
の
強
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

提
案
を
募
り
ま
す
。

・
助
成
総
額 

一
億
五
〇
〇
〇
万
円

・一
件
あ
た
り
の
上
限
金
額 

二
〇
〇
〇
万
円

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間
　

 

一
年
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日

 

〜
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
三
一
日

 

二
年
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日

 

〜
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
一
日

ア
ジ
ア
隣
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

――
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
ア
ジ
ア
の
可
能
性
を
ひ
ら
く

ア
ジ
ア
の
人
々
が
協
働
す
る
こ
と
で
、課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
活
動

へ
の
助
成
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
多
地
域
の
つ
な
が
り
だ
け
で

は
な
く
、多
様
な
人
々
に
よ
る
取
り
組
み
を
歓
迎
し
ま
す
。

・
助
成
総
額 

一
億
二
〇
〇
〇
万
円

・一
件
あ
た
り
の
上
限
金
額 

二
〇
〇
〇
万
円

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日

 

〜
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
一
日

〒
１
６
３
｜

０
４
３
７

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
｜

１
｜

１

新
宿
三
井
ビ
ル
37
階 

私
書
箱
２
３
６

財
団
法
人
ト
ヨ
タ
財
団
「
研
究
助
成
」
も
し
く
は
、「
ア
ジ
ア
隣
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
係
。
電
話
０
３
｜
３
３
４
４
｜
１
７
０
１
。

応
募
要
項
、応
募
書
類
は
、ト
ヨ
タ
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.to
yo
ta
fo
u
n
d
.o
r.jp

）で
入
手
で
き
ま
す
。

「Join人」第2号をお届けします。過去に学ぶことが現代のそして未来の地域づく

りにどんな意味をもつのだろうか、その答えに少しでも近づきたいという思いから

今回の特集を企画しました。3つの取材の中で毎回、「つづける」ということに対

するこだわりが語られたことが印象的でした。「伝える」という活動は、地域活性

化の処方箋としては、速効性に欠けるかもしれません。しかし、変化の早い今だか

らこそ、過去をじっくりと見つめなおして、それを分かちあう場が求められている

ように感じました。（R.K）

Join人［ジョイント］第2号
2008年3月25日発行
発行者　財団法人 トヨタ財団
163-0437  東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル37階
TEL: 03-3344-1701  FAX: 03-3342-6911
http://www.toyotafound.or.jp
e-mail:gp4ca@toyotafound.or.jp

編集人　  田中恭一
デザイン　中井俊明
印刷　　  株式会社フクイン
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0
0
8
年
度
研
究
助
成
、

ア
ジ
ア
隣
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
募
案
内

応
募
締
め
切
り
は
、5
月
10
日
で
す
。

編 集 後 記

応
募
先
と
問
い
合
わ
せ

～イベント案内～

“風”をはこぶ学習会「障害者の人権侵害について」
2007年12月2日（日）14:00～17:00、茨城県ひたちなか市「ホテルニ

ュー白亜紀」にて。

斎藤悟氏「国際生活機能分類（ICF）について」、東俊裕氏「障害者

の権利条約と差別禁止法」。参加費5000円。主催：社会福祉法人光

風会ほか。お問い合わせ：NPO法人茨城県精神障害地域ケアー研究

会（TEL/FAX： 029-244-2623）。

おきなわ時間美術館
ローカルな沖縄文化と「アジア」をキーワードに、食あり、音楽あり、そ

してもちろん美術ありの全感覚開放型の美術館を創出。

2007年11月4日（日）まで。那覇市栄町市場内古民家にて。一部有料。

主催：特定非営利活動法人アーツイニシアティブトウキョウ（AIT／エ

イト）、特定非営利活動法人前島アートセンター。お問い合わせ：AIT

（TEL：03-5489-7277）

桑取・月満夜の集い～冬～「雪上の月光浴ツアー」
スノーシューをはいて冬の森の中でゆっくりと過ごしてみませんか、月光

に癒されてみませんか。

2008年2月22日（金）、23日（土）、24日（日）、3月21日（金）、22日（土）、

23日（日）、くわどり湯ったり村「癒しの森」にて。対象：一般（高校生以下

は、保護者同伴）。参加費3,000円。申し込み締切：実施日10日前まで。

お問い合わせ：NPO法人かみえちご山里ファン倶楽部（TEL/FAX： 025-

劇団プレイバッカーズ第16回自主公演
あなたのお話を、あなたが主役になった劇にして心をこめて演じます。打

ち合わせのない即興劇の世界をぜひご覧ください。

3月30日（日）開演：14：30。横浜人形の家4階あかいくつ劇場にて。前売

3,000円、当日3,500円。お問い合わせ：劇団プレイバッカーズ（TEL：

046-873-2521 ホームページ：http://www.playback-az.com/pz/

index.html）

MAD（Making Art Different）
アートを深めるための5つの基本コースと、現代という時代性を読み解く

30のフリー･ブロック（選択講座）で、自分なりの「現代アート」を見つけよう。

2008年4月から開講。現代アートを巡る知的好奇心に応える大学院レ

ベルのプログラム。詳細はアーツイニシアティブトウキョウ（AIT）まで。

TEL：03-5489-7277　e-mail：office@a-i-t.net　ホームページ：http://

www.a-i-t.net

北いわてのスローツアー「実践パーマカルチャー講座」
講師に花巻市の酒匂徹さん（自然農園ウレシパモシリ）を迎え、実際に

植樹をして身の回りの空間をデザインしながら、パーマカルチャーについ

てわかりやすく学ぶことができる1泊2日のツアーです。

4月19日（土）～20日（日）、森と風の学校（岩手県葛巻町）にて。対象：大

人（親子可）。定員20名。参加費15,000円。お問い合わせ：岩手子ども

環境研究所（TEL&FAX：0195-66-0646、e-mail：morikaze@mvb.big

lobe.ne.jpホームページ：http://www5d.biglobe.ne.jp/̃morikaze/）

野外カフェSUNDAY
手づくりキャンプサイト。「自分らしく楽しく生きる」がテーマ。4月27日（日）

参加費2,500円（ドリンク付き）。定員25名。

ホールアース自然学校では、この他エコツアーなどさまざまなイベントを

開催します。お問い合わせ：ホールアース自然学校（TEL：0544-66-0152

e-mail：info@wens.gr.jp ホームページ：http://www.wens.gr.jp/）

青少年地域ボランティア参加企画
「皆で水族館にお魚を観にいこう」
青少年地域ボランティアの育成、地域認知症ネットワークの強化、タウン

モビリティの検証を目的としたイベント。

7月25日（金）、福岡市東区名島地区から東区海の中道。定員：30名程度

（うち中高大生10名）。お問い合わせ：ソーシャルサポート相談室（TEL：

092-201-4030  ホームページ：http://www.nadeshicom.com/）

「水俣を見た7人の写真家たち・水俣写真展 in 豊橋」、
同 in 浜松
6月17日～6月22日　豊橋市立向山文化会館にて。6月21日（土）14：00

～ 記念講演会　講師最首悟さん。

「水俣を見た7人の写真家たち・水俣写真展 in 浜松」は6月24日～6月

29日  クリエート浜松にて。6月21日（土）記念講演会  芥川仁さん。

お問い合わせは、「水俣」を子どもたちに伝えるネットワークTEL：090-

1603-0686（代表田嶋）  e-mail：otoiawase@tsutaeru.jp

足尾「春の植樹デー」
4月26日（土）、27日（日）10：00より。夏の草刈デーは7月21日（月）。いず

れも日光市足尾町「大畑沢緑の砂防ゾーン」にて。

第9回足尾グリーンフォーラムは8月24日（日）9時半より、足尾町「銅親

水公演」にて。お問い合わせ：特定非営利活動法人 足尾に緑を育てる

会（足尾事務局TEL：0288-93-2180  FAX：0288-93-2187  ホームペー

ジ：http://www.ashio-midori.com/）

トヨタ財団地域社会プログラムニュースレター［ジョイント］
March 2008
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お
の
お
の
の
土
地
に
は
、
地
域
独

自
の
経
験
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
戦

災
、
公
害
、
大
震
災
な
ど
、
大
き
く

重
い
苦
難
の
経
験
を
も
つ
場
所
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
語
り
伝
え
、
皆

で
共
有
す
る
こ
と
は
、
未
来
の
地
域

づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、「
記
録
す
る

こ
と
、
伝
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
地
域
の
経
験
を
多
く
の
人
と
共

有
し
、
明
日
の
地
域
づ
く
り
を
担
う

人
を
育
て
、
仲
間
を
増
や
す
―
―
過

去
に
学
び
な
が
ら
未
来
に
希
望
を

つ
な
ぐ
活
動
で
す
。

特
集

記
録
す
る
こ
と
、

伝
え
る
こ
と

足
尾
に
緑
を
育
て
る
会

阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会

「
水
俣
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

原
田
正
純
さ
ん

02

04

06

08

宮
城
県
立
柴
田
農
林
高
校

（
隠
岐
・
海
士
町
）
共
同
作
業
所
さ
く
ら
の
家

三
重
県
立
相
可
高
校
食
物
調
理
科

長
野
県 

田
毎
の
月
棚
田
保
存
同
好
会

難
民
支
援
協
会

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！

た
だ
い
ま
奮
闘
中

地
域
ニ
ュ
ー
ス

10

11

13

14

15



記録すること 、伝えること

0203

日
光
市 

足
尾
に
緑
を
育
て
る
会

記
録
す
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と

01

　
足
尾
鉱
毒
事
件
は
日
本
近
代
史
の
も
っ
と

も
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
一
つ
だ
。
銅
の
生

産
は
日
本
の
近
代
化
を
大
き
く
進
め
た
。
け

れ
ど
も
、
生
産
過
程
で
流
れ
出
た
硫
酸
銅
は

ふ
も
と
の
村
の
作
物
を
損
な
い
、
製
錬
所
が

出
す
亜
硫
酸
ガ
ス
が
山
の
木
々
を
枯
れ
さ
せ

る
と
い
う
鉱
害
を
発
生
さ
せ
た
。

「
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
」
は
、
一
二
年
前

か
ら
、
こ
の
荒
廃
し
た
山
に
植
樹
を
し
て
い

る
。
煙
害
で
裸
地
化
し
て
し
ま
っ
た
山
の
面

積
は
三
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
う
ち
の

二･
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
足
尾
本
来
の
緑
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　
毎
年
四
月
に
行
う
「
春
の
植
樹
デ
ー
」
は
、

足
尾
の
風
物
詩
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
人
口
約

三
〇
〇
〇
人
の
ま
ち
に
、
県
内
外
か
ら
一
〇

〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
る
。

　
傾
斜
の
激
し
い
山
肌
を
、
苗
木
や
道
具
を

抱
え
、
鉄
パ
イ
プ
の
は
し
ご
を
頼
り
に
上
っ

た
り
、
六
〇
〇
段
も
あ
る
階
段
を
行
き
来
し

た
り
と
、「
日
本
一
苛
酷
な
植
樹
会
」
だ
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
高
桑
春

雄
さ
ん
は
笑
う
。

　
山
や
自
然
が
本
来
も
つ
厳
し
さ
の
中
で
行

わ
れ
る
、
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
作
業
が
、

山
の
空
気
の
清
々
し
さ
と
と
も
に
、
参
加
者

の
心
を
捉
え
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
翌
年
に
は
大
き

く
な
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
木
が
、
心
地
よ
い

達
成
感
を
く
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
四
月
か
ら
一
〇
月
に
は
、
小
学
生
の
体
験

植
樹
を
実
施
。
年
間
約
一
四
〇
校
が
訪
れ
る
。

希
望
す
る
企
業
や
団
体
の
植
樹
も
受
け
入
れ

て
い
る
。「
夏
の
草
刈
デ
ー
」「
秋
の
観
察
デ

ー
」
な
ど
、
苗
木
を
見
守
る
活
動
も
盛
ん
だ
。

「
治
山
事
業
は
、
国
や
県
が
一
〇
〇
年
以
上

前
か
ら
や
っ
て
る
が
、
半
分
以
上
は
根
づ
か

ず
無
駄
に
終
わ
っ
た
。
一
度
壊
し
た
山
を
元

通
り
に
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
難
し

い
こ
と
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
人
の
手
で
壊

し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
人
の
手
で
直
し
た

い
。
こ
の
土
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
に
は
、

言
葉
に
は
言
い
表
せ
な
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
愚
直
に
一
本
ず
つ
植
え
つ
づ

け
る
。
年
間
何
本
と
か
、
何
年
ま
で
に
何
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
か
、
そ
う
い
う
目
標
は
わ
ず
ら

わ
し
い
か
ら
決
め
な
い
。
た
だ
、
毎
年
、
植

え
る
。
一
〇
〇
万
本
と
言
っ
て
る
け
ど
、
一

〇
〇
年
か
か
る
か
、
も
っ
と
か
か
る
か
、
わ

か
ら
な
い
ね
」

　
一
言
一
言
、
か
み
し
め
る
よ
う
に
神
山
英

昭
会
長
は
語
る
。

　
一
六
〇
人
が
参
加
し
て
、
約
一
〇
〇
本
の

木
を
植
え
た
の
が
一
九
九
六
年
の
第
一
回
。

以
来
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、

延
べ
七
〇
〇
〇
人
が
、
三
万
七
〇
〇
本
の
苗

木
を
植
え
た
。
多
数
に
の
ぼ
る
参
加
者
の
安

全
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
植
樹
デ
ー

を
二
日
間
に
分
け
た
。

　
運
営
上
の
困
難
も
増
え
て
き
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
い
る
の
は
、
二
〇
人

ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
。
足
場
の

悪
い
山
肌
で
、
過
去
一
二
年
間
、
作
業
中
の

事
故
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
数
が
増

え
続
け
る
と
危
機
管
理
も
さ
ら
に
た
い
へ
ん

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
参
加
し
て
欲
し

い
気
持
ち
は
強
い
け
れ
ど
、
大
き
く
な
っ
て

い
く
イ
ベ
ン
ト
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
」（
高
桑
さ
ん
）

　
旧
足
尾
町
（
現
在
は
日
光
市
な
ど
と
合
併
）

は
、
銅
山
を
経
営
し
た
古
河
鉱
業
の
企
業
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
。
「
鉱
毒
事
件
」
は
負

の
遺
産
で
も
、
古
河
が
も
た
ら
し
た
功
績
は

否
定
で
き
な
い
。
町
の
人
々
が
足
尾
の
歴
史

を
語
る
と
き
、
そ
ん
な
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な

思
い
に
引
き
裂
か
れ
て
き
た
。

　
け
れ
ど
も
、
植
樹
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の

構
図
に
変
化
が
現
れ
始
め
た
。
県
内
外
か
ら

参
加
者
を
集
め
る
植
樹
は
、「
地
域
お
こ
し
」

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
河
系

列
の
会
社
を
定
年
退
職
し
た
シ
ニ
ア
が
、
植

樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
た
。
植
樹
は
い
ま
、
足
尾
の
ま
ち

を
愛
す
る
人
々
み
ん
な
の
事
業
、
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
旧
足
尾
町
が
足
尾
環
境

学
習
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
「
緑
を
育
て
る

会
」
が
施
設
の
運
営
を
任
さ
れ
た
。

「
足
尾
を
訪
れ
る
人
の
中
に
、
『
植
樹
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ち
を
案
内
し
て
欲
し
い
、

歴
史
を
知
り
た
い
』
と
い
う
声
が
あ
る
。
こ

れ
に
応
え
て
い
か
な
く
て
は
」（
神
山
さ
ん
）

　
会
の
顧
問
で
あ
る
作
家
、
立
松
和
平
さ
ん

は
、
「
日
本
の
近
代
化
の
象
徴
と
も
い
え
る

足
尾
銅
山
製
錬
所
は
」
「
未
来
に
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
ぜ
ひ
残
し
た
い
」
と
、

朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
た
。

　
人
が
壊
し
た
山
の
姿
と
、
そ
れ
を
再
生
さ

せ
よ
う
と
い
う
人
の
努
力
。
そ
の
二
つ
を
一

度
に
見
る
こ
と
、
そ
し
て
参
加
す
る
こ
と
の

で
き
る
足
尾
は
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
多

く
の
人
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「足尾の山には独特の魅力があ
る。この魅力に取りつかれると、
『帰って来たい』という気持ち
になるんです」と高桑春雄さん。

イベントの先頭に立つ神山英昭
会長。体験植樹の指導や、苗木
の管理などで、足尾の山を歩か
ない日はない。

特集 01－日光市

「秋の観察デー」には、苗木の成長ぶりを見に多くの人が
訪れる。10年前に植えた木を見に来たという人もいた。

毎年恒例の「春の植
樹デー」。苗木は会
のほうでも用意する
が、植えたい木を持
参する人も。親子連
れの参加も多い。

銅山中腹にモンスターのように聳える古河鉱業足尾製錬
所跡。日本近代史の証人として世界遺産にという声も。

緑
を
取
り
戻
す
難
し
さ

イ
ベ
ン
ト
を
組
織
す
る
難
し
さ

足
尾
の
山
に
一
〇
〇
万
本
の

木
を
植
え
よ
う

足
尾
の
歴
史
を
体
験
で
き
る

環
境
学
習
の
場
と
し
て

煙
害
に
よ
り
荒
廃
し
た
足
尾
に
「
緑
の
山

を
取
り
戻
そ
う
」
と
渡
良
瀬
川
流
域
で
活

動
す
る
５
団
体
（
渡
良
瀬
川
研
究
会
、
渡

良
瀬
川
に
サ
ケ
を
放
す
会
、
田
中
正
造
大

学
、
あ
し
お
ネ
ー
チ
ャ
ー
ラ
イ
フ
、
わ
た

ら
せ
川
協
会
）
で
発
足
、
毎
年
植
樹
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
足
尾
銅

山
や
公
害
・
緑
化
に
関
す
る
文
献
・
資
料

を
広
く
集
め
た
、「
足
尾
環
境
資
料
室
」

の
運
営
な
ど
も
行
う
。
ト
ヨ
タ
財
団
の
助

成
で
は
、
２
０
０
５
年
度
の
植
樹
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
し
た
。

足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
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阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会

記
録
す
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
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一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
、
淡
路
島
北
部

を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
Ｍ
七
・
三
の
大
地

震
は
兵
庫
県
を
中
心
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
神

戸
市
市
街
地
は
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

「
阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
」
の

活
動
は
、
ま
さ
に
こ
の
震
災
直
後
に
始
ま
る
。

　
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、
前
代
表
の
高
森

一
徳
さ
ん
。
神
戸
市
内
で
翻
訳
と
編
集
の
会

社
を
経
営
し
て
い
た
高
森
さ
ん
自
身
、
三
宮

に
あ
っ
た
会
社
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

「
父
は
広
島
の
原
爆
被
災
者
で
し
た
。
第
三

者
が
た
ま
た
ま
残
し
た
被
災
直
後
の
記
録
と
、

父
の
記
憶
が
一
致
し
た
お
か
げ
で
、
被
爆
者

手
帳
を
手
に
し
た
経
緯
が
あ
り
、
『
ど
ん
な

さ
さ
い
な
記
録
も
、
残
せ
ば
人
の
役
に
立
つ

こ
と
が
あ
る
』
と
、
よ
く
話
し
て
い
た
。
そ

れ
を
兄
は
思
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
」

　
一
徳
さ
ん
の
弟
で
あ
り
、
活
動
を
い
っ
し

ょ
に
担
っ
て
き
た
高
森
雄
三
さ
ん
は
語
る
。

「
手
記
募
集
を
始
め
た
の
は
二
月
の
中
旬
か

ら
。
被
災
地
各
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、
新

聞
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
。
日
本
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
英
語
で
募
集
し
た
の
で
、

一
ヵ
月
で
二
四
〇
通
、
年
齢
は
五
歳
〜
八
五

歳
、
一
三
ヵ
国
の
方
か
ら
手
記
が
集
ま
っ
た

の
で
す
」（
雄
三
さ
ん
）

　
一
徳
さ
ん
の
妻
で
会
を
引
き
継
い
だ
香
都

子
さ
ん
は
、
当
時
の
熱
気
を
覚
え
て
い
る
。

「
手
記
を
ワ
ー
プ
ロ
に
打
ち
込
む
の
も
避
難

所
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
の
先

生
な
ど
有
識
者
の
方
に
選
考
委
員
を
お
願
い

し
た
の
で
す
が
、
五
人
の
委
員
の
方
す
べ
て

が
被
災
者
。
あ
の
と
き
は
体
験
者
が
み
ん
な
、

『
何
か
し
な
け
れ
ば
』
と
い
う
思
い
を
共
有

し
て
い
た
ん
で
す
」

　
こ
う
し
て
こ
の
年
五
月
に
は
、
第
一
巻
『
被

災
し
た
私
た
ち
の
記
録
』
が
出
版
さ
れ
た
。

　
前
代
表
の
一
徳
さ
ん
は
、
会
の
立
ち
上
が

り
当
初
か
ら
、
「
記
録
し
つ
づ
け
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
た
と
い
う
。
と
に

か
く
一
〇
年
間
は
記
録
を
つ
づ
け
る
。
こ
れ

が
最
初
か
ら
の
ポ
リ
シ
ー
だ
っ
た
。

大
地
震
直
後
は
マ
ス
コ
ミ
も
大
勢
取
材
に
来

る
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
関
心
は
薄
れ
、
記

憶
は
風
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
体
験
者
の

胸
の
内
に
は
、
忘
れ
去
る
こ
と
の
で
き
な
い

思
い
が
残
り
、
時
を
重
ね
れ
ば
新
た
な
困
難

に
も
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
毎
年
一
回
手
記
募
集
を
し
て
出
版
を
つ
づ

け
、
見
え
て
き
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
被
災
直
後
の
手
記
は
、
本
人
が
自
分
を

奮
い
立
た
せ
る
た
め
に
書
く
決
意
表
明
の
よ

う
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
目
、
三

年
目
に
な
る
と
、
癒
さ
れ
な
い
精
神
的
な
悩

み
や
傷
を
語
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

　
買
っ
た
ば
か
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
倒
壊
し

て
ダ
ブ
ル
ロ
ー
ン
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た

人
、
住
み
慣
れ
た
町
を
離
れ
て
郊
外
の
復
興

住
宅
に
移
っ
た
た
め
に
う
つ
に
な
っ
た
高
齢

者
な
ど
、
「
見
た
目
の
復
興
と
心
の
復
興
の

違
い
」
を
手
記
は
赤
裸
々
に
映
し
出
し
た
。

「
一
方
、
継
続
し
て
手
記
を
寄
せ
て
く
れ
た

人
た
ち
が
、
書
く
こ
と
で
気
持
ち
を
整
理
し

て
い
く
過
程
を
読
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

活
動
を
き
っ
か
け
に
、
震
災
の
語
り
部
と
な

ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。
未
来
に
向
け
て
発
信

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
顕
著
に
な
る
の
は
、

体
験
が
風
化
し
始
め
た
、
六
、
七
年
目
あ
た

り
か
ら
で
し
ょ
う
か
」（
雄
三
さ
ん
）

「
残
念
な
が
ら
、
一
〇
冊
出
し
た
本
の
う
ち
、

最
終
巻
以
外
は
す
で
に
品
切
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
ウ
ェ
ブ
上
で
読
め
る
よ
う

に
し
た
の
で
、
記
録
は
残
り
ま
す
。
昨
年
、

二
四
編
を
選
ん
で
英
訳
も
公
開
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
、
中
国
語
、
韓
国
語
へ
の
翻
訳
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」（
雄
三
さ
ん
）

　
実
は
雄
三
さ
ん
は
、
応
募
原
稿
が
激
減
し

た
五
、
六
回
あ
た
り
か
ら
、
「
こ
れ
を
誰
が

読
む
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
に
苛
ま
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト

公
開
し
て
、
被
災
時
に
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
中

学
生
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や
、
「
当
時
の
記
憶

が
蘇
っ
た
」
と
い
う
被
災
者
の
レ
ス
ポ
ン
ス

を
受
け
、
活
動
の
意
義
を
再
確
認
し
た
。

「
原
稿
と
写
真
は
現
在
、
神
戸
市
の
〈
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
〉
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
経
験
が
、
未
来
に
役
立
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」（
香
都
子
さ
ん
）

前
代
表
の
一
徳
さ
ん
は
、
一
〇
冊
目
の
体
験

記
の
編
集
を
終
え
、
発
行
を
待
つ
ば
か
り
と

い
う
時
期
に
、
心
不
全
に
よ
り
逝
去
し
た
。

　
最
終
巻
に
寄
せ
た
文
章
で
、
被
災
者
を
泣

く
子
に
た
と
え
、
「
泣
く
子
が
泣
き
声
だ
け

し
か
出
さ
な
い
の
で
は
、
や
が
て
世
間
は
次

の
悲
劇
に
関
心
を
移
し
て
し
ま
い
ま
す
。
泣

く
子
は
訴
え
の
内
容
が
利
己
的
で
は
な
い
と

説
明
し
、
第
三
者
に
人
ご
と
で
は
な
い
と
の

共
感
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

特集 02－明石市

亡くなられた前代表・高森一徳氏の遺影の前で。現代表
・香都子さん（右）と義弟の雄三さん（左）。

10冊の体験手記集。『もう１年、まだ１
年』『まだ遠い春』などのタイトルは、
震災後を語るフレーズとして有名に。

震災直後の神戸市長田区。フランク・カーター氏撮影。市民の撮った写真も同時に
集められ、本に掲載された。この被災アルバムも、ネット上で公開されている。

被
災
者
の
肉
声
を
被
災
者
の
筆
で
。

震
災
直
後
に
動
き
出
し
た
活
動

「
記
録
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
記
録
し
つ
づ
け
る
こ
と
」
の
意
味

未
来
の
被
災
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

阪
神
大
震
災
の
被
災
者
に
呼
び
か
け
て
震

災
直
後
よ
り
手
記
を
募
集
、
計
10
巻
の
手

記
集
を
発
行
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
、
日
本
以
外
の
国
々
の
人
な
ど
実
に
多

様
な
人
々
の
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
記
録
し
つ
づ
け
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て

現
在
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
手
記
の

掲
載
や
写
真
資
料
の
掲
載
を
継
続
し
て
い

る
。
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
で
は
、
す
で
に

絶
版
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
手
記
集
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
再
録
し
、
公
開
す
る
作
業

を
実
施
し
た
。

阪
神
大
震
災
を

記
録
し
つ
づ
け
る
会

トヨタ財団の助成を得て立ち上げた
ホームページ。「未来の被災者への
メッセージ」と題されている。
アドレスは、http://www.npo.co.jp/
hanshin/

被災者の肉筆で綴られた手記が訴えてく
るものは大きい。一年目は、チラシの裏
に鉛筆で走り書きされた手記もあった。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
す
る
こ
と
で

世
界
中
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
に
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「
水
俣
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

記
録
す
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
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「『
水
俣
』
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の
田
嶋
い
づ
み
さ
ん
が
、

自
身
が
暮
ら
す
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
、

大
野
北
小
学
校
で
行
う
出
前
授
業
は
、
今
年

で
六
年
目
に
な
る
。

　
授
業
で
語
ら
れ
る
内
容
は
、
濃
い
。
美
し

い
海
に
メ
チ
ル
水
銀
と
い
う
猛
毒
を
流
し
て

し
ま
っ
た
企
業
と
、
適
切
な
素
早
い
対
応
を

行
わ
な
か
っ
た
国
や
地
方
行
政
の
責
任
。
食

物
連
鎖
の
怖
さ
。
魚
を
食
べ
た
た
め
に
恐
ろ

し
い
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
ば
か
り
か
、
い
わ

れ
な
き
差
別
を
受
け
た
患
者
た
ち
の
こ
と
。

半
世
紀
に
及
ぶ
、
そ
れ
ら
の
長
い
歴
史
。

「
水
俣
で
起
こ
っ
た
こ
と
、
病
と
戦
い
な
が

ら
生
き
る
患
者
さ
ん
の
存
在
は
、
命
の
大
切

さ
を
教
え
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
き
方
を

考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
」（
田
嶋
さ
ん
）

　
九
〇
分
間
、
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る
の
は

挑
戦
だ
。
そ
れ
で
も
五
年
生
た
ち
は
、
田
嶋

さ
ん
の
話
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。
差
別
に
苦

し
ん
だ
患
者
の
こ
と
を
知
り
、
涙
を
こ
ぼ
す

生
徒
の
姿
も
。

「
小
五
の
社
会
科
で
扱
う
四
大
公
害
病
は
、

二
時
限
ほ
ど
で
終
え
て
も
い
い
と
さ
れ
る
単

元
で
す
。
し
か
し
、
『
水
俣
』
に
は
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
、
差
別
に
つ
い
て
な
ど
、
学

び
の
要
素
が
多
い
。
現
実
に
、
い
じ
め
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
訴
え
て
く
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
野
北
小
で
は
、
『
水

俣
』
を
心
の
問
題
を
考
え
る
授
業
と
位
置
づ

け
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
の
で
す
」
（
大

野
北
小
・
尾
崎
昭
弘
教
諭
）

 

「
伝
え
る
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
は
、
今
年
で

八
年
目
に
入
っ
た
。
東
京
、
浜
松
、
豊
橋
に

そ
れ
ぞ
れ
拠
点
を
も
ち
、
呼
ば
れ
れ
ば
全
国

の
学
校
に
出
か
け
て
い
く
。
小
学
校
か
ら
大

学
ま
で
、
毎
年
、
二
〇
校
か
ら
三
〇
校
の
依

頼
が
あ
る
。

　
田
嶋
さ
ん
は
も
と
も
と
、
水
俣
や
公
害
に

特
別
関
心
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
主
婦
と
し
て
家
族
に
安
全
な

食
品
を
と
始
め
た
共
同
購
入
で
、
水
俣
産
の

無
農
薬
甘
夏
と
出
会
い
、
変
わ
っ
た
。

　
段
ボ
ー
ル
箱
に
書
か
れ
て
い
た
、
「
人
に

毒
を
食
わ
さ
れ
た
者
は
、
人
に
毒
を
食
わ
せ

ら
れ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
、
水

俣
病
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

水
俣
病
の
原
因
が
わ
か
っ
て
か
ら
、
公
害
病

と
国
が
認
定
す
る
ま
で
に
一
二
年
も
か
か
っ

た
と
い
う
事
実
一
つ
と
っ
て
も
、
自
分
の
生

き
て
い
る
社
会
を
見
る
目
が
変
わ
る
。
社
会

生
活
を
営
む
上
で
、
ぜ
っ
た
い
知
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
こ
と
だ
、
と
思
い
ま
し
た
」

　
こ
の
後
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
長
女
と
二

人
で
甘
夏
畑
を
見
に
行
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
東
京
・
品
川
で
行
わ
れ
た
「
水
俣
展
」

の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
開
催
後
に
手
元
に
残
っ
た
展
示
物
を
利
用

し
、
自
分
の
出
身
地
で
あ
る
愛
知
県
豊
橋
市

で
「
水
俣
展
」
を
企
画
。
こ
の
と
き
、
見
学

に
訪
れ
た
小
学
生
に
展
示
の
解
説
を
し
た
の

が
、「
伝
え
る
ネ
ッ
ト
」
の
原
点
だ
。

「『
水
俣
病
は
治
ら
な
い
の
？
』『
ど
う
し
て

毒
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
流
し
て
し
ま
っ

た
の
？
』
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
出
る
質
問
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
『
で
き
る
こ
と
な
ら

治
し
て
あ
げ
た
い
』
と
思
い
、
『
止
め
る
方

法
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
考
え
る
。

問
題
を
全
身
で
受
け
止
め
て
く
れ
る
そ
の
瞬

間
に
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
す
。
未
来
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
『
水
俣
』
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

伝
え
な
け
れ
ば
と
、
強
く
思
わ
さ
れ
ま
し
た
」

　

 

「
伝
え
る
ネ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
水

俣
に
地
縁
、
血
縁
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
当

事
者
」
で
は
な
い
自
分
た
ち
が
伝
え
る
こ
と

に
、
初
め
の
う
ち
は
、
た
め
ら
い
も
あ
っ
た
。

「
で
も
、
水
俣
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
人

間
が
、
『
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
　
ど

う
生
き
る
？
』
と
問
い
か
け
続
け
、
想
像
力

を
鍛
え
る
こ
と
は
、
第
二
、
第
三
の
『
水
俣
』

を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
必
要
な
努
力

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
昨
年
六
月
、
田
嶋
さ
ん
た
ち
相
模
原
の
メ

ン
バ
ー
が
主
体
と
な
り
、「
さ
が
み
は
ら
　de

 

M
IN
A
M
A
T
A
's w
e
e
k

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
。
写
真
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
地
元
商
店
街
の
協
力
を
得
、
相
模
原

市
内
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
他
の
市
民
団

体
と
も
連
携
を
も
っ
た
。

「
水
俣
病
は
、
『
本
願
の
会
』
の
緒
方
正
人

氏
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
人
が
人
を
人
と

思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
起
こ

っ
た
事
件
で
す
。
人
間
ら
し
い
信
頼
関
係
が

あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」

　
出
前
授
業
も
、「M

IN
A
M
A
T
A
's w
eek

」

も
、
結
局
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
田
嶋
さ
ん
。

「
私
は
こ
の
ま
ち
で
、
こ
の
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
生
き
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
『
水
俣
』

を
伝
え
、
分
か
ち
あ
い
た
い
ん
で
す
」

特集 03－相模原市 ほか

命
の
大
切
さ
を
考
え
る

九
〇
分
の
出
前
授
業

『
水
俣
』
を
学
ぶ
こ
と
は

自
分
の
ま
ち
を
見
つ
め
る
こ
と

公
害
の
原
点
と
い
わ
れ
る
水
俣
病
事
件
、

そ
の
事
実
が
内
包
す
る
豊
か
な
課
題
性
と

示
唆
を
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も

と
「
出
前
授
業
」
と
い
う
形
で
子
ど
も
達
に

「
水
俣
」
を
伝
え
る
実
践
を
し
て
い
る
。
ま

た
、「
さ
が
み
は
らd

e
 M
IN
A
M
A
T
A
's
 

w
e
e
k

」
な
ど
地
域
で
「
水
俣
」
に
つ
い
て

考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
企

画
も
実
施
。
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
で
は
、

今
ま
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
、
よ
り
多

く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

冊
子
『
市
民
が
ひ
ら
く
「
水
俣
」
出
前
授

業
』、『
私
た
ち
に
と
っ
て
の
「
水
俣
」
』

を
出
版
し
た
。

「
水
俣
」
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ふ
つ
う
の
主
婦
を
変
え
た

水
俣
産
甘
夏
の
衝
撃

東京都出身、作家。著

書に『自然と環境に関わ

る仕事』（主婦の友社）

など。最新刊は『平成大

家族』（集英社）。

中島京子

筆者紹介

広い校庭のある相模原市大野北小学校。都心へも便利な
ベッドタウンにある学校だけに、児童数は多い。

チッソ水俣工場前に座り込み抗議した緒方正人氏
が、子どもたちのために書いた文章。

授業が行われた教室は、
広めのランチルーム。5
年生2クラス相手に、田
嶋さんの授業に力が入る。

壁に沿って立てかけられた水俣病患者のポート
レートに、子どもたちは一心に見入っていた。

あ
ま
な
つ



記録すること 、伝えること

0809

特集

『水俣学講義』（日本評論社）
は第3集まで刊行されている。

Interview－原田正純さん

原
田
正
純
さ
ん
（
熊
本
学
園
大
学  

水
俣
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　「普遍性の高い事件だから」――なぜ「水俣」なのですか？

という質問に対する田嶋いづみさんの答えです。また、「阪

神大震災を記録しつづける会」手記の中には、亡くなられ

た前代表高森一徳さんの文章で「地震は、日本の国全体に

拡散している問題を、前倒しで、集中的に顕在化させまし

た」（震災体験記第９集『阪神大震災　記録と記憶』あと

がきより）とあります。確かに大きな災害は、「人と人」「人

と社会」「人と自然」の関係におけるさまざまな問題を浮

き彫りにするようです。そして、今回の取材を通して、そ

れぞれの地で起きたことは、今の私たちが抱える問題その

ものであるということに改めて気づかされました。

　「足尾」「水俣」「阪神」それぞれについて書籍、新聞記

事などで目にする機会は多々あります。しかし、その経験

やそこから学んだことを市民の中で共有していこうという

実践があってはじめてそれぞれの人が自身の問題として受

け止めることができるのではないでしょうか。今回の三つ

の活動はその役割を担っている活動のように思われます。

　さらに、伝えようとしているのは、「問題」だけではな

いようです。取材の中で「絶望ではなくて希望を伝えたい」

という言葉を聞きました。その点も三つの活動に共通して

いた点ではないかと思います。足尾の山の荒廃した景色は、

想像以上でしたが、そこに植えられた木々がまだ弱々しい

ながらもしっかりと根を張っているのを見るとそこに希望

が見えてきます。

　地域再生へ向けた取り組みは、なかなか成果があがらな

いこともあり、困難にぶつかることも多いと思います。そ

のようなときに過去の経験に目を向けることで多くのヒン

トを得ることができるように思います。また、今皆さんが

直面している問題を記録し、世代を超えた多くの人と共有

することで地域の問題を自分の問題として捉える仲間を増

やしていくことにつながるのではないかと思うのです。

喜田亮子（トヨタ財団アシスタント・プログラム・オフィサー）

特集を取材し て

―
―
〈
J
o
i
n
人
〉
は
、
過
去
の
出
来

事
を
記
録
し
、
伝
え
る
取
り
組
み
を
特
集
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
熊
本
大
学
医
学
部
で

水
俣
病
の
解
明
に
尽
力
し
、
以
後
、
約
半
世

紀
に
わ
た
り
「
水
俣
」
と
か
か
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
原
田
正
純
先
生
に
、
災
害
や
い
わ
ゆ
る

「
負
の
遺
産
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
一
月
に
、
ま
た
一
つ
、
水
俣
病
関

連
の
裁
判
の
判
決
が
出
ま
し
た
。

　
二
〇
年
前
に
、
あ
る
女
性
が
水
俣
病
の
認

定
申
請
を
し
た
の
で
す
が
、
県
が
審
査
を
し

な
い
う
ち
に
、
そ
の
人
は
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
死
後
一
七
年
も
経
っ
て
か
ら
、

県
は
「
病
院
を
調
査
し
た
ら
カ
ル
テ
が
消
失

し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
判
断
で
き
な
い
か
ら

認
定
し
な
い
」
と
結
論
し
た
の
で
す
。

息
子
さ
ん
は
一
七
年
も
ほ
っ
た
ら
か
し
て
お

い
た
県
を
訴
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
熊
本
地
裁
の
判
決
は
、
「
原
告

側
の
請
求
棄
却
」
。
つ
ま
り
、
県
に
は
放
置

し
た
責
任
も
な
い
し
、
い
ま
さ
ら
水
俣
病
と

は
認
め
ま
せ
ん
よ
、
と
い
う
の
で
す
。
考
え

ら
れ
る
う
ち
で
最
悪
の
判
決
で
す
。

　
こ
の
話
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
残
念
な

が
ら
「
水
俣
病
」
は
実
は
、
過
去
の
話
で
も

な
ん
で
も
な
い
。
現
在
進
行
形
の
、
解
決
し

て
い
な
い
問
題
で
す
。

　
国
が
「
水
俣
病
」
を
公
害
病
と
認
定
し
て

か
ら
五
〇
年
近
く
経
つ
の
に
、
い
ま
だ
に
未

解
決
の
問
題
が
あ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
す
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
苦
し
ん
で
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
以
上
、
事
件
を
風
化
さ

せ
、
「
過
去
の
も
の
」
と
し
て
忘
れ
去
ろ
う

と
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
回
特
集
し
た
三
団
体
の
活
動
を
、
ど

の
よ
う
に
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
田
嶋
い
づ
み
さ
ん
の
「
伝
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
活
動
は
私
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

水
俣
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
自
分
の
問
題
と
し

て
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ
う

と
い
う
試
み
に
は
、
共
感
し
ま
す
ね
。

 

「
阪
神
大
震
災
」
は
天
災
で
す
が
、
被
災

者
の
手
記
を
残
す
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
私
が
「
水
俣
」
と
取
り
組
ん
で
き
た
中

で
得
た
教
訓
の
一
つ
で
す
が
、
被
害
を
受
け

た
人
の
肉
声
ほ
ど
、
後
の
人
に
貴
重
な
ヒ
ン

ト
を
く
れ
る
も
の
は
な
い
の
で
す
。

　
足
尾
の
植
樹
も
、
過
去
を
忘
れ
な
い
た
め

の
活
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

足
尾
に
は
鉱
毒
事
件
を
題
材
に
草
の
根
的
な

研
究
が
続
け
ら
れ
た
一
〇
〇
年
の
伝
統
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
裸
の
山
に
木

を
植
え
、
ま
た
、
廃
村
跡
地
な
ど
を
残
し
、

歴
史
を
伝
え
る
こ
と
を
同
時
に
考
え
て
い
る

姿
勢
を
評
価
し
た
い
で
す
ね
。

―
―
原
田
先
生
は
「
水
俣
学
」
と
い
う
新
し

い
学
問
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
医
者
で
、
「
水
俣
病
」
と
の
か
か
わ

り
は
当
然
、
医
学
か
ら
で
し
た
。
医
者
に
と

っ
て
水
俣
病
と
は
た
だ
、
「
有
機
水
銀
を
摂

取
し
た
魚
を
食
べ
る
と
な
る
病
気
」
で
す
。

原
因
と
結
果
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
公
害
を
生
ん
だ
背
景
を
考
え
る

と
、
社
会
や
経
済
、
政
治
の
問
題
で
も
あ
る
。

医
者
が
病
院
と
学
会
に
し
か
目
を
向
け
て
い

な
か
っ
た
ら
、
「
水
俣
」
の
全
容
は
解
明
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
「
水
俣
」
の
教
訓
を
学

び
、
生
か
す
た
め
の
、
総
合
的
な
学
問
「
水

俣
学
」
と
い
う
も
の
を
、
考
え
た
の
で
す
。

―
―
「
水
俣
学
」
の
趣
旨
の
中
に
、「
生
活

者
に
開
か
れ
た
学
問
」
と
あ
る
の
は
？

「
水
俣
病
」
は
生
活
者
の
視
点
な
し
に
は
、

解
明
さ
れ
な
か
っ
た
病
気
で
す
。
「
胎
児
性

水
俣
病
」
が
い
い
例
で
す
。

　
当
時
の
医
学
で
は
、
「
母
親
の
胎
盤
は
毒

を
通
さ
な
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
往
診
に
行
く
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

「
こ
の
子
が
お
腹
に
い
た
と
き
に
、
私
が
食

べ
た
魚
の
毒
で
、
こ
の
赤
ん
坊
は
歩
け
な
く

な
り
ま
し
た
」
と
言
う
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
研
究
を
重
ね
、
「
自
然
界
に
な
い

物
質
か
ら
は
、
胎
盤
は
胎
児
を
守
れ
な
い
」

と
い
う
結
果
が
出
る
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
実

感
が
、
医
学
上
の
大
発
見
を
も
た
ら
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
専
門
家
が
専
門
の

枠
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
、
ほ
ん
と
う

の
学
問
は
で
き
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
活
者
と
と
も
に
「
水
俣
」
の
肉
声
か
ら

学
び
、
そ
れ
を
ま
た
生
活
者
に
還
元
す
る
。

そ
れ
が
「
水
俣
学
」
の
考
え
方
な
の
で
す
。

―
―
最
後
に
、
過
去
か
ら
の
学
び
を
未
来
に

生
か
す
ま
ち
づ
く
り
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
一
言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
つ
ね
に
考
え
て
い
る
の
は
、
負
の
痕

跡
を
完
全
に
消
し
去
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
水
俣
で
も
、
七
〇
年
代
か
ら
、
不
知
火
海

の
自
然
を
取
り
戻
す
た
め
に
た
い
へ
ん
な
努

力
を
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、「
水
俣
病
」

と
い
う
病
名
を
変
え
よ
う
と
い
う
運
動
も
起

き
ま
し
た
。
苦
し
む
患
者
た
ち
を
置
き
去
り

に
し
て
、
過
去
を
忘
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
九
〇
年
代
に
入
り
、
吉
井
正
澄
前
市
長
の

と
き
に
こ
れ
が
変
わ
っ
た
。
ミ
ナ
マ
タ
は
世

界
中
に
知
ら
れ
た
名
称
。
こ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド

力
と
考
え
て
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
を

進
め
、
世
界
に
発
信
し
、
「
水
俣
」
の
名
に

誇
り
を
も
と
う
、
と
呼
び
か
け
た
の
で
す
。

　
長
い
負
の
歴
史
の
中
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
地
域
住
民
の
関
係
を
築
き
直
す

こ
の
作
業
は
、
漁
師
た
ち
の
言
葉
を
使
っ
て

「
も
や
い
直
し
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
歴
史
を
無
視
し
て
は

な
ら
な
い
。
辛
い
過
去
に
向
か
い
合
う
こ
と

に
な
っ
て
も
、
む
し
ろ
見
つ
め
る
こ
と
の
な

か
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
の
希
望
を
見
出
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Interview
インタビュー

1934年、鹿児島県出身。熊本学園
大学教授。水俣学研究センター長。
著書に『水俣病』岩波新書など。
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苦労の末に人工ふ化に成功
したモクズガニ。大きく育
て、と願いをこめて地元の
川に放流。小原温泉のカニ
牧場にも提供することがで
きた。地域の名物料理とし
て根付く日を夢見る。

さくらの家の前で集
合して。毎日一緒に
仕事をする仲間たち。
前列右端が後藤隆
志さん。

福来茶オリジナルブ
レンドティーバッグタ
イプ。地元外では、こ
ちらが人気です。

２
０
０
６
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
た
「
離
島
助
成
」
と
「
ユ
ー
ス
助
成
」
。

創
意
に
あ
ふ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
花
開
い
て
い
ま
す
。

清
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
注
目
を
集
め
た
２
つ
の
活
動
現
場
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
棲
生
物
研
究
班

モ
ク
ズ
ガ
ニ
で

　
　
　一
石
三
鳥
を
ね
ら
え
！

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校
　

ユ
ー
ス
助
成

後
藤
 隆
志

『
し
ま
か
ら
も
の
を

　
　
　
届
け
る
と
い
う
こ
と
』

海
士
町
　さ
く
ら
の
家

モクズガニの繁殖を通じて地域との
　　　              連繋を強めていきたいと思います。

1

10

離
島
助
成

　
私
た
ち
の
柴
田
農
林
高
校
は
、
白
石
川
の

ほ
と
り
、
蔵
王
を
望
む
桜
の
名
所
「
一
目
千

本
桜
」
で
も
知
ら
れ
る
宮
城
県
大
河
原
町
に

あ
り
ま
す
。
付
近
に
は
「
蟹
清
水
」
と
い
う

場
所
も
あ
る
よ
う
に
、
名
水
の
湧
く
土
地
柄

で
す
。

　
動
物
科
学
科
に
所
属
す
る
六
名
の
班
員
が

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
日
本
固
有
種
の
モ

ク
ズ
ガ
ニ
を
飼
育
す
る
技
術
の
開
発
で
す
。

中
国
料
理
で
珍
重
さ
れ
る
通
称
・
上
海
蟹
と

分
類
学
上
近
縁
に
あ
た
る
こ
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ

は
、
日
本
各
地
に
分
布
し
、
私
た
ち
に
身
近

な
存
在
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
庭
排
水
な

ど
に
よ
る
水
質
の
悪
化
か
ら
宮
城
県
南
部
で

は
そ
の
数
が
激
減
し
、
養
殖
外
来
種
と
の
交

雑
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
昔
の
あ
の
カ
ニ
を
川
に
戻
し
、

一
石
三
鳥
（
繁
殖
、
浄
化
、
地
場
産
品
）
を

叶
え
よ
う
！
」
と
い
う
目
標
を
立
て
、
飼
育

法
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
こ
れ

が
飼
育
中
の
死
亡
率
が
高
い
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
市
販
の
ネ
ッ
ト

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
て
一
匹
ご
と
に

専
用
ケ
ー
ジ
を
用
意
し
ま
し
た
（
こ
の
道
具

を
「
か
に
っ
ぺ
」
と
命
名
）
。
そ
し
て
、
カ

ニ
の
生
育
に
適
し
た
水
質
を
確
保
す
る
た
め

試
験
池
を
造
り
、
比
較
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
休
耕
田
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、

沢
水
を
か
け
流
し
に
す
る
こ
と
で
よ
い
成
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　
カ
ニ
の
数
を
ふ
や
す
た
め
に
は
、
モ
ク
ズ

ガ
ニ
の
人
工
ふ
化
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
し

た
。
し
か
し
実
は
昨
年
度
、
私
た
ち
は
こ
の

試
み
に
二
度
失
敗
し
て
い
ま
す
。
も
う
や
め

よ
う
と
半
分
あ
き
ら
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
訪

れ
た
の
が
、
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら
の
助
成
決
定

の
知
ら
せ
で
し
た
。
し
か
も
、
計
画
に
対
し

選
考
委
員
の
「
圧
倒
的
な
支
持
」
を
い
た
だ

い
た
と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
こ

と
が
自
信
に
な
り
、
三
度
目
の
挑
戦
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
岩
手
県
の
北
上
川
流
域
河
川
生
態
系
保
存

協
会
を
訪
ね
て
管
理
の
し
か
た
を
学
び
、
訓

練
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
安
価
な
材
料
を
組

み
合
わ
せ
て
ふ
化
槽
を
自
作
し
、
毎
週
一
回

の
海
水
運
び
と
い
う
大
変
な
作
業
も
頑
張
っ

て
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
一
五
日
、
岩

手
の
漁
師
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
親
ガ
ニ
の

卵
が
つ
い
に
水
槽
で
ふ
化
し
た
の
で
す
。
一

万
匹
の
幼
生
を
前
に
、
皆
で
「
や
っ
た
あ
！
」

と
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
七
月
八
日
に
は
、
こ
の
幼
生
か
ら
一
〇
五

〇
匹
の
稚
ガ
ニ
へ
の
変
態
に
成
功
し
ま
し
た
。

生
存
率
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
快
挙
を
、

研
修
先
の
山
形
県
水
産
試
験
場
の
方
か
ら
も

賞
賛
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
放
流
で
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
環
境
保
護
団
体
の
協
力
を
得
て
、

町
の
「
環
境
創
造
区
域
」
に
指
定
さ
れ
た
地

区
に
三
〇
〇
匹
の
稚
ガ
ニ
を
放
流
し
ま
し
た
。

出
前
授
業
で
カ
ニ
の
話
を
し
た
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
も
自
主
的
に
放
流
活
動
を
し
て
く

れ
る
な
ど
、
う
れ
し
い
反
響
が
確
実
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
農
業
高
校
生
の
プ
ラ
イ
ド
に
か
け
、

モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
繁
殖
を
通
じ
て
地
域
と
の
連

繋
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

2

　
島
根
半
島
の
沖
合
い
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
の
ひ
と
つ
、

中
ノ
島
、
海
士
町
。
人
口
二
四
〇
〇
人
あ
ま

り
、
信
号
一
つ
。
「
島
の
宝
探
し
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
ま
ち
が
掲
げ
た
募
集
要
項
の

一
節
。
そ
ん
な
言
葉
に
惹
か
れ
、
島
に
や
っ

て
来
て
気
付
け
ば
三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
さ
く
ら
の
家
と
出
会
っ
た
の
は
、
島
に
来

て
ま
だ
一
ヵ
月
も
経
た
な
い
頃
。
偶
然
、
参

加
し
た
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
作
業
を
一
緒

に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
出
会
い

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
、
海
士
町

に
来
た
の
？
」
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

い
つ
で
も
言
っ
て
い
い
け
ん
な
ぁ
」
そ
う
優

し
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
。
そ
ん
な
さ
く
ら
の
家
が
大
好
き
に
、
気

付
け
ば
自
分
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
の
家
は
心
に
病
を
持
っ
た
仲
間
が

集
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。
さ
く
ら
の
家
は
笑
顔

の
絶
え
な
い
楽
し
い
場
所
。
そ
ん
な
さ
く
ら

の
家
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く
た
め
に
は
、
工

賃
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
か
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん

な
話
題
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
農
作

業
を
は
じ
め
、
小
物
づ
く
り
、
草
刈
り
、
障

水棲生物研究班の班員6名と顧問の尾形政幸先
生。カニを毎日見守ってきた仲間たちだ。



「ふくぎ茶」の魅力を
　　　さくらの家から発信しよう！
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子
貼
り
な
ど
各
種
作
業
の
請
負
い
等
、
さ
く

ら
の
家
で
は
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
何
か
を
軸
に
商
品
開
発
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
、
幾
度
と
な
く
議
論
が
繰

り
返
さ
れ
、
着
目
し
た
の
が
ク
ロ
モ
ジ
の
お

茶
で
し
た
。

　
島
で
は
昔
か
ら
ク
ロ
モ
ジ
（
ク
ス
ノ
キ
科
、

一
般
的
に
は
和
菓
子
の
爪
楊
枝
と
し
て
使
用

さ
れ
る
）
の
こ
と
を
「
ふ
く
ぎ
」
と
呼
び
、

健
康
茶
と
し
て
飲
ん
で
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

五
右
衛
門
風
呂
を
使
用
し
て
い
た
頃
に
は
、

ふ
く
ぎ
を
入
れ
て
入
浴
剤
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
爽
や
か
な
香
り
が
広
が
る
ふ
く

ぎ
の
香
り
は
癒
さ
れ
る
香
り
と
し
て
島
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
調

べ
て
い
く
と
島
で
は
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
山

野
草
が
飲
ま
れ
て
お
り
、
健
康
茶
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
島
に
あ
る
も
の

か
ら
生
み
出
す
、
作
り
出
す
と
い
う
島
人
の

知
恵
を
学
ん
だ
瞬
間
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

本
土
か
ら
多
く
の
物
資
が
入
っ
て
く
る
に
連

れ
て
、
こ
う
し
た
産
品
は
次
第
に
消
え
つ
つ

あ
る
の
が
実
状
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
ふ

く
ぎ
茶
」
の
魅
力
を
さ
く
ら
の
家
か
ら
発
信

し
よ
う
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
主
の
方
に
お
願
い
に
行
き
、
自
生
し
た

ク
ロ
モ
ジ
を
乱
獲
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
少
し

ず
つ
頂
き
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
か
ら
改
良
を
加
え
て
い
き
ま
し
た
。
島

の
お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
聞
い
て
は
手
を
加
え
て
い
る
う
ち
に
、

ふ
く
ぎ
茶
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
化
が
進
み
、

１
人
、
ま
た
１
人
と
ふ
く
ぎ
茶
づ
く
り
を
応

援
し
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
て
い
っ
た
の
で

す
。
あ
る
日
の
こ
と
、
「
ふ
く
ぎ
茶
」
っ
て

福
が
来
る
お
茶
だ
よ
ね
。
誰
か
が
ポ
ツ
リ
と

呟
き
ま
し
た
。「
そ
れ
い
い
よ
ね
」「
そ
れ
で

い
こ
う
！！
」
ふ
く
ぎ
茶
づ
く
り
を
始
め
て

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
さ

く
ら
の
家
に
福
が
来
た
こ
と
、
そ
れ
が
皆
に

広
が
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
、
そ
ん
な

気
持
ち
を
込
め
て
「
福
来
茶
」
と
表
記
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
一
軒
の
生
産
者
直
売
所
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ

く
ぎ
茶
」
が
、
今
で
は
隠
岐
諸
島
で
、
松
江

市
（
島
根
県
）
で
、
そ
し
て
東
京
で
、
少
し

ず
つ
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
出
会
い
を
大
切
に
、
繋
が
り
を
描
く
こ

と
、
そ
れ
が
さ
く
ら
の
家
の
、
福
来
茶
の
展

開
法
で
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
生
産
量
と
需

要
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
わ
な
か
っ
た
り
、
思
う

よ
う
に
売
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
課
題

は
山
積
み
で
す
。
沢
山
失
敗
し
て
い
ま
す
。

沢
山
衝
突
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
沢
山
、

笑
っ
て
、
楽
し
さ
を
追
求
し
て
、
皆
で
一
緒

に
そ
ん
な
瞬
間
を
味
わ
い
た
い
か
ら
、
こ
の

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

デパートの催事「島根の物産展」で福来茶
をすすめる後藤隆志さん。

福来茶オリジナルブレンドリーフタイプ。
急須に入れて煮出して飲みます。少し酸味
のあるすっきりとした味わいです。

これが「ふくぎ」です。山の斜面に自
生しています。

3
月
か
ら
「
に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
」
（
東
京
都
日
本

橋
）http://w

w
w
.shim

anekan.jp/

で
さ
く
ら
の
家

の
福
来
茶
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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高校生レストラン「まごの店」は今日も大繁盛

元
の
人
に
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
「
ま
ご

の
店
」
で
働
く
三
重
県
立
相
可
高
校
食
物
調

理
科
二
年
岡
田
直
哉
君
。
伊
勢
い
も
を
練
り

こ
ん
だ
と
ろ
ろ
そ
ば
を
は
じ
め
地
元
で
と
れ

た
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
出
す
高
校
生
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

話
題
に
な
り
、
休
み
の
日
に
は
開
店
前
か
ら

人
が
並
ぶ
。
仕
入
れ
か
ら
調
理
、
接
客
、
会

計
ま
で
す
べ
て
相
可
高
校
食
物
調
理
ク
ラ
ブ

の
生
徒
が
行
う
。

 

ま
ご
の
店
は
、
二
〇
〇
二
年
、
う
ど
ん
を

売
る
屋
台
と
し
て
五
桂
池
ふ
る
さ
と
村
内
の

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
店
」（
農
産
物
の
直
売
所
）

の
前
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
多
気
町
役
場
の
職

員
と
相
可
高
校
村
林
信
吾
先
生
の
茶
飲
み
話

が
、
そ
の
始
ま
り
。
か
ね
て
か
ら
高
校
生
が

調
理
し
た
も
の
を
実
際
に
販
売
で
き
る
実
践

の
場
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
た
村
林
先
生
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
形
に
な
っ
た
。
店
は
、
み
る

み
る
う
ち
に
成
長
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
、

総
面
積
約
三
八
〇
G
、
総
工
費
八
九
〇
〇
万

円
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
が
開
店
し

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
五
桂
池
ふ
る
さ
と

村
前
村
長
の
河
合
安
巳
氏
は
、
「
ま
ご
の
店

と
心
中
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
」
と

当
時
を
ふ
り
返
っ
て
笑
い
な
が
ら
言
う
。

 

営
業
日
の
前
日
は
、
夜
の
八
時
過
ぎ
ま
で

仕
込
み
を
し
、
当
日
は
、
仕
入
れ
の
た
め
に

朝
の
六
時
頃
か
ら
市
場
へ
行
く
。
「
大
変
だ

け
ど
楽
し
い
。
み
ん
な
の
力
で
や
っ
て
い
る

か
ら
や
め
ら
れ
な
い
」
「
就
職
す
る
と
調
理

は
調
理
だ
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
経
験
は
な
く
な

る
か
ら
全
部
で
き
る
の
は
い
い
経
験
」、「
や

め
た
く
な
る
と
き
も
あ
る
け
ど
、
続
け
る
こ

と
が
、
自
分
の
た
め
に
な
る
か
ら
」
と
生
徒

た
ち
は
言
う
。
取
材
を
し
た
日
は
三
五
度
の

猛
暑
、
店
の
前
の
芝
生
に
ホ
ー
ス
で
水
撒
き

を
す
る
生
徒
、
送
迎
バ
ス
の
洗
車
を
す
る
生

徒
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
く
の
は
、
料
理
を
す

る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
以
前
、
生
徒
を
ま

ご
の
店
ま
で
送
り
迎
え
し
て
い
た
河
合
氏
は
、

「
バ
ス
の
中
で
話
す
こ
と
と
い
っ
た
ら
だ
し

の
と
り
方
と
か
そ
ん
な
話
ば
っ
か
り
、
遊
び

の
話
は
全
然
し
な
い
の
で
、
こ
ん
な
高
校
生

っ
て
い
る
ん
か
な
あ
と
思
っ
た
よ
」
と
感
心

し
き
り
。

 

ふ
る
さ
と
村
内
で
は
、
地
域
の
多
く
の
お

年
寄
り
が
働
い
て
い
る
。
「
生
徒
た
ち
は
、

結
構
怒
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
に
」
と
村
林
先
生
。
「
お
じ
い
さ

ん
と
か
お
ば
あ
さ
ん
と
か
、
町
の
人
が
ね
、

勝
手
に
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
し
て
い
る
ん
だ
よ
」

と
河
合
氏
。
卒
業
生
も
た
ず
ね
て
く
る
。「
ふ

る
さ
と
村
」
は
、
さ
な
が
ら
相
可
高
校
食
物

地

店の広いオープンキッチンはさながらキッチンスタジアム！　きびきびとした声が響く。

プログラムオフィサー
1その

お
う
か

おじゃま
 します！



「
地
域
に
お
け
る
難
民
支
援
を
考
え
る
集
い

　
―
―
世
界
人
権
宣
言
６０
周
年
に
向
け
て
」
を
開
催

特
定
非
営
利
活
動
法
人
難
民
支
援
協
会  

伴 

め
ぐ
み

難
民
支
援
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
.re
fu
g
e
e
.o
r.jp
/

「地域の文化をみんなで守ろう」

の
一
日
、
「
田
毎
の
月
棚
田
保
存
同

好
会
」
（
長
野
県
千
曲
市
姨
捨
）
の

活
動
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同

会
は
、
農
業
後
継
者
が
い
な
い
た
め
荒
れ
つ

つ
あ
る
棚
田
の
風
情
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
姨
捨
地
域
は
千
曲
川
西
岸
に
位
置
し
、
名

月
の
里
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
に
文
化
庁
よ
り
名
勝
の
指
定
を

受
け
、
さ
ら
に
そ
の
棚
田
は
、
同
年
、
日
本

の
「
棚
田
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
耕
作
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
が
原
因
で
、
耕
作
を
放
棄

す
る
農
家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

棚
田
の
景
観
と
水
利
施
設
の
保
全
、
荒
廃
地

の
復
元
な
ど
の
活
動
を
一
九
九
四
年
以
来
続

け
て
き
た
の
が
、
こ
の
「
田
毎
の
月
棚
田
保

存
同
好
会
」
で
す
。
代
表
の
関
口
幸
男
さ
ん

に
よ
る
と
、
会
員
数
は
三
〇
名
。
「
約
四
〇

ヵ
所
で
の
農
業
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
農
業

の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
棚
田
を
保
全
し
て

い
く
」
こ
と
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　
当
日
は
、
関
口
会
長
、
同
会
の
鈴
木
長
治

さ
ん
、
宮
下
覚
男
さ
ん
の
案
内
で
棚
田
を
歩

き
な
が
ら
、
活
動
の
様
子
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
総
面
積
は
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、

そ
の
三
分
の
一
程
度
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
活
動
期
間
が

お
よ
そ
半
分
経
過
し
た
こ
の
時
点
で
は
、
棚

田
で
の
耕
作
、
田
植
え
、
草
刈
、
稲
刈
り
、

収
穫
と
い
う
一
連
の
作
業
を
実
施
し
終
え
た

ば
か
り
で
し
た
。
特
に
、
活
動
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
な
る
稲
刈
り
・
収
穫
作
業
に
は
、
地
元

の
篠
ノ
井
西
小
学
校
四
年
生
の
児
童
も
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
後
日
、
小
学
生
か
ら
送
ら

れ
た
感
想
文
に
は
、
「
収
穫
作
業
は
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
穫
っ
た
お
米
は
お
い
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

よ
い
体
験
学
習
の
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す

ね
。

　
活
動
を
通
じ
て
苦
労
す
る
の
は
、
「
田
植

え
」
の
日
時
を
厳
守
す
る
こ
と
。
特
に
、
実

施
前
の
週
は
平
日
も
作
業
に
追
わ
れ
ま
す
。

普
段
の
活
動
な
ら
土
日
の
み
で
も
可
能
で
す

が
、
こ
の
時
期
は
本
業
を
休
ん
で
作
業
を
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
助
成
金
を
活
用
し
て
新
た
に
ト
ラ
ク
タ
ー

の
購
入
が
可
能
と
な
り
、
作
業
効
率
も
向
上

し
ま
し
た
。
耕
作
す
る
水
田
が
増
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
他
の
グ
ル

ー
プ
や
農
家
か
ら
農
機
を
借
用
し
な
が
ら
の

活
動
だ
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
ト
ラ
ク
タ

ー
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
そ
う
で

す
。
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
助
成
を
き
っ
か
け
に
、
従
来
の
「
棚
田
の

保
全
」
だ
け
で
な
く
、
「
近
隣
農
家
の
生
活

向
上
」
と
い
う
視
点
か
ら
何
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
間
で
議
論
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
棚
田
で
収
穫

し
た
米
は
お
い
し
い
と
評
判
だ
っ
た
た
め
、

よ
り
広
範
囲
に
販
売
促
進
を
図
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
真
剣
に
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
一
方
で
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
、
活
動
資

金
の
不
足
は
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。
現
在
は

も
っ
ぱ
ら
同
好
会
費
に
支
え
ら
れ
て
の
活
動

で
、
メ
ン
バ
ー
の
労
働
は
ま
っ
た
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
棚
田
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
の

販
売
か
ら
得
た
収
益
の
一
部
を
活
動
資
金
に

回
す
な
ど
、
活
動
継
続
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
奔
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
前
は
「
よ
そ
者
が
、
な
ん
か
や
っ
て
い

る
な
」
「
邪
魔
に
な
る
」
な
ど
、
近
隣
農
家

の
方
々
の
受
け
止
め
方
も
厳
し
い
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
「
先
祖
代
々
の

棚
田
を
一
緒
に
守
っ
て
く
れ
て
い
る
仲
間
」

と
い
う
評
価
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

で
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し

た
り
、
会
の
側
か
ら
交
流
会
を
企
画
し
た
り

と
、
普
段
か
ら
の
地
域
づ
き
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

秋

プログラムオフィサー

ト
ヨ
タ
財
団
シ
ニ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー

田
中
恭
一

昔の子どもも、今の子どもたちと一緒になって、稲刈り・収穫作業に参加しました。
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 します！
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高校生レストラン「まごの店」は今日も大繁盛

調
理
ク
ラ
ブ
の
「
ふ
る
さ
と
」。

 
前
述
の
岡
田
君
は
、
同
じ
く
高
校
二
年
生

の
平
澤
健
太
君
と
と
も
に
台
湾
で
開
催
さ
れ

る
国
際
高
校
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
。

日
本
か
ら
は
、
初
め
て
の
参
加
だ
。
当
日
調

理
す
る
レ
シ
ピ
の
内
容
に
つ
い
て
聞
く
と
、

い
き
い
き
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
「
卒
業
し

た
ら
県
外
の
お
店
に
就
職
し
て
技
術
を
磨
き

た
い
。
い
ず
れ
は
、
自
分
の
お
店
を
」
と
将

来
の
夢
も
語
っ
て
く
れ
た
。

　
先
生
、
地
域
、
高
校
、
家
族
と
い
う
し
っ

か
り
と
し
た
土
台
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
徒
た

ち
は
自
分
の
力
を
磨
き
、
の
び
の
び
と
外
の

世
界
に
は
ば
た
い
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
。

 

そ
の
後
…
九
月
一
八
日
、
一
九
日
に
開
催

さ
れ
た
国
際
高
校
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
岡
田

君
、
平
澤
君
は
銅
賞
を
受
賞
し
た
そ
う
で
す
。

ト
ヨ
タ
財
団
ア
シ
ス
タ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー

喜
田
亮
子

　
難
民
支
援
協
会
で
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成

を
受
け
、「
地
域
難
民
支
援
体
制
の
構
築
―
―

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
よ
る
地
域
社
会
の

活
性
化
を
目
指
し
て
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
二
〇
〇
六
年
度
に
は
九
五
四
名
と
多

く
の
方
が
庇
護
を
求
め
て
難
民
認
定
申
請
を
行

っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
難
民
か
ら
の
相
談
が

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
、
地

域
に
根
ざ
し
た
難
民
支
援
の
た
め
の
「
全
国
難

民
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
、
大
阪
、
東
京
、

長
崎
、
名
古
屋
な
ど
の
団
体
・
個
人
の
参
加
に

よ
っ
て
立
ち
上
げ
、
一
二
月
八
日
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
参
加
団
体
で
あ
る
共
の
会
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
と
難
民
支
援
協
会
（
東
京
都
新
宿
区
）

の
共
催
で
「
地
域
に
お
け
る
難
民
支
援
を
考
え

る
集
い
―
―
世
界
人
権
宣
言
六
〇
周
年
に
向
け

て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
が
共
同
し
て
企
画

し
た
名
古
屋
地
域
で
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、

名
古
屋
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
難
民
の
声
を
直
接
聞
け
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
。
名
古
屋
で
は
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
開
催

し
て
欲
し
い
し
、
支
援
活
動
に
も
参
加
し
た
い
」

と
い
う
積
極
的
な
声
が
多
く
、
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
名
古
屋
の
各
種
団

体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
の
他
、
会
社
員
や
学
生

の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
者
が
集
ま
り
、
従

来
首
都
圏
を
中
心
に
難
民
支
援
に
関
わ
っ
て
き

た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）
な
ど
の
難
民
支
援
団
体
と
地
元
地
域
の
ア

ク
タ
ー
の
交
流
と
い
う
意
味
で
も
大
変
意
義
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
難
民
申
請
者
数
が
増
加
す
る
中
で
、

愛
知
県
に
在
住
す
る
難
民
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
難
民
が
日
本
で
安
心
し
て
暮
ら
す
に

は
、
地
域
社
会
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
愛
知
県
に
お
け
る
難
民

支
援
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
後
も
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

まごの店は2007年度「食の架け橋賞」大賞を受賞。

集いの様子です。広報期間が短い中での開催で
したが、多くの方が集まりました。

1その
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